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◇
実
施
日
；
平
成
２
７
年
０
５
月
２
０
日

( 水
)  

天
候
；
晴

 

◇
参
加
者
；
豊
嶋
 
寛
、
沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
川
島
 
功
、

 

畑
林

畑
林

畑
林

畑
林
秀
味
、
橋
本
 
梓
、
梶
野

梶
野

梶
野

梶
野
照
雄
。
 
 
 
 
 
 
計
８
名
。

 

 

熊
野
修
験
奥
駈
修
行

( ２
３
日
～
２
４
日
；
玉
置
山
→
行
仙
宿
→
前
鬼

) が
実
施
さ

れ
ま
す
が
、行

仙
宿
に
４
０
名
宿
泊
さ
れ
、そ

の
賄
い
方
は
山
上
さ
ん
統
括
の
も
と
、

女
性
陣
主
体
で
約
１
０
名
が
準
備
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
当
日
荷
上
げ
す
る
に
は
心

許
な
く
、
沖
﨑
氏
の
呼
掛
け
で
事
前
に
荷
上
げ
す
る
と
共
に
作
業
体
験
研
修
の
準
備

な
ど
を
か
ね
て
実
施
す
る
。

 

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
と
な
り
、
気
分
も
す
が
す
が
し
く
な
る
。

 

登
山
口
で
熊
野
修
験
関
係
の
荷
物
約
５
０
㎏
弱
と
ト
イ
レ
紙
等
の
必
需
品
及
び
渡

り
廊
下
床
材
・
工
具
類
な
ど
、
新
宮
組
７
人
が
手
分
け
し
て
背
負
子
に
つ
け
担
ぐ
。

 

補
給
路
登
山
口
階
段
で
は
、
先
日
滑
り
落
ち
る
事
故
の
発
生
が
あ
っ
た
が
、
１
７

日
手
摺
と
各
階
段
に
滑
り
止
め
テ
ー
プ
が
本
人
の
手
で
貼
ら
れ
対
策
が
さ
れ
て
い
た
。

 

樹
林
の
中
の
山
道
は
涼
し
い
が
、
浦
向
道
分
岐
か
ら
第
二
ベ
ン
チ
迄
の
尾
根
道
は

陽
を
ま
と
も
浴
び
て
暑
く
汗
が
一
気
に
噴
き
出
す
。
佐
田
ノ
辻
に
上
る
と
、
汗
も
引

い
て
行
く
。

 

児
嶋
氏
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
整
備
と
太
陽
電
池
バ
ネ
ル
の
清
掃
、
畑
林
・
濱
野
氏
は
、

管
理
棟
内
の
テ
ン
ト
、
寝
袋
の
確
認
、
そ
の
後
畑
林
氏
は
ト
ユ
掃
除
。

 

沖
崎
氏
は
ト
イ
レ
詰
り
防
止
策
と
し
て
、
使
用
後
の
ト
イ
レ
紙
な
ど
を
便
槽
に
捨

て
ず
に
、
一
時
保
管
す
る
容
器
を
設
置
し
状
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

 

川
島
、
豊
嶋
、
橋
本
、
そ
の
後
沖
崎
氏
も
加
わ
り
、
移
動
・
嵌
め
込
み
式
渡
り
廊

下
の
据
付
作
業
を
す
る
。

 

予
想
外
に
飾
り
鋲
留
め
が
し
て
あ
り
、
そ
の
た
め
床
受
け
の
板
を
添
わ
す
事
が
出

来
な
い
。
ノ
ミ
を
持
参
し
て
い
な
く
、
鋲
高
さ
迄
鋸
挽
き
し
て
、
石
ノ
ミ
状
の
コ
テ

を
見
つ
け
て
、
よ
う
や
く
溝
を
彫
る
こ
と
が
出
来
た
。

 

床
板

( 厚
さ
３
㎝

) を
切
る
際
に
、
金
尺
で
直
角
に
墨
付
け
せ
ず
に
切
っ
た
の
で
少

し
斜
め
と
な
り
、
き
っ
ち
り
嵌
め
込
め
な
い
、
鋸
で
再
調
整
し
て
板
６
枚
（
約
７
２

㎝
）
の
渡
り
廊
下
を
完
成
さ
せ
る
。

 

こ
の
渡
り
廊
下
に
よ
り
、
玄
関
幅

( 約
９
８
㎝

) を
飛
び
越
え
移
っ
て
い
た
の
で
、

玄
関
を
挟
ん
で
の
行
き
来
が
安
全
に
渡
り
易
く
な
る
。
後
日
、
更
に
７
２
㎝
幅
の
渡

り
廊
下
を
作
製
し
た
い
。

 

一
段
落
後
、
濱
野
、
橋
本
、
沖
﨑
、
豊
嶋
、
川
島
は
、
水
汲
み
に
行
き
１
２
時
前

か
ら
昼
食
と
す
る
。

 

 
 

 

登
山
口
で
の
荷
造
り
 
 
 
完
成
し
た
移
動
式
渡
り
廊
下
 
心
地
良
い
汗
後
の
昼
食

 

 

昼
食
後
、
４
０
名
宿
泊
と
な
る
と
宿
内
の
物
は
、
全
て
宿
外
へ
出
す
事
に
な
る
事

か
ら
、
宿
内
の
物
を
整
理
し
、
廃
棄
す
る
物
、
使
わ
な
い
物
は
資
材
倉
庫
と
発
露
電

機
室
に
一
時
移
管
す
る
。

 

作
業
体
験
研
修
を
控
え
、
沖
﨑
氏
は
食
材
等
の
在
庫
を
再
チ
エ
ッ
ク
。

 

下
山
準
備
し
て
い
る
と
、
堺
市
を
９
時
に
発
っ
た
が
交
通
事
故
に
二
度
遭
遇
し
て

１
時
間
以
上
遅
れ
た
と
、
梶
野
氏
が
思
い
が
け
ず
１
３
時
３
０
分
頃
に
行
仙
宿
に
上
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っ
て
来
ら
れ
る
。
１
７
日
に
食
台
脚
取
付
に
来
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

 

今
日
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
増
設
・
移
設
の
採
寸
と
玄
関
高
さ
が
高
く
踏
み
台
作
製
の

採
寸
に
来
た
と
の
こ
と
。

 

積
極
的
に
不
具
合
解
消
に
取
組
ん
で
下
さ
り
頭
が
た
れ
ま
す
。

 

「
お
菓
子
を
持
っ
て
来
た
の
で
、
折
角
だ
か
ら
お
茶
に
し
よ
う
や
！
」
と
の
声
に

お
湯
を
沸
か
し
、
紅
茶
と
児
嶋
氏
持
参
の
ド
リ
ッ
プ
・
コ
ー
ヒ
ー
で
し
ば
ら
く
談
笑

す
る
。
室
温
２
３
℃
も
あ
る
も
本
当
に
心
地
良
い
、
下
界
は
暑
い
だ
ろ
う
な
ー
？

 

梶
野
氏
に
発
電
機
の
取
扱
・
操
作
を
教
え
る
。
み
ど
り
の
日
に
植
樹
し
た
オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
ゲ
は
、
青
々
と
し
て
活
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。

 

１
４
時
半
過
ぎ
梶
野
氏
一
人
残
し
下
山
す
る
。
尚
、
梶
野
氏
は
日
帰
り
。

 

 
 

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
設
置
ご
両
人
 
 
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
！
 
登
山
口
で
本
日
の
作
業
終
了
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新
宮
7:00→

8:45
補
給
路
登
山
口
8:55→

9:45
行
仙
宿
10:00→

各
自
作
業
→
 

水
汲
み
11;00→

11:45
昼
食
12:50→

:行
仙
宿
14:35→

登
山
口
15:10→

北
山

村
・
西
山
経
由
→
16:50

新
宮
。
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